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第4衷　　FolidolのLeptospiraに及ばす影響
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着後鏡検した成績は第2-4表に示す通りである.　にて何れのLeptospiraも発育力胡制された.
即ち, 2･4-D及びBHCに於ては何れのLeplospira　　2.農薬のLeptospiraに対する殺減作用
も0.1^に七発育ほ抑制され'Folidolu於てほ0.8'　　発育増殖期の上.ept. hebdomadisの培養液中に
諸種農薬の　Leptospiiaに及ばす影響に売れ、て　　　　　　　　　　　　1481－
第5泰　時聞的に観察した2・4－Dの
Leptospim∂に及ばす影響
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2・小D及びBHCを0・2％に，Folidolを0．8％に加
えて後J時間的経過に従って培養液中のLeptospira
を観察した成績は第5～7表にみる如く時間の経過
と共に増車液中のLeptospiraほ漸次減少し，運動
性は減じて遂に動かなくなり，変形して来た・而し
て2・4－Dに於ては168時間（7日），BHCに於ては
24時間，Folidolに於てほ花時間（3日）後に発育
能力は消失し増葦ほ陰性にして死滅したものと思わ
れる．
第6泰　時問的に観察した耳HCの
Leptospimに及ぼす影響
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幕7泰　時問的に親察したFo】idolの
Leptospiraに及ぼす影響
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考　　　　　　　　察
小鳥居ほ明治36年より昭和6年に至る29牛
間の波佐見熟思者361例の垢巣別に就て第年表
にみる如く農夫ほ306例84．7％にし七，之は
害虫駆除のため水田に於ける労幼が本病発生
に関係していると述べている．ノ叉患者の多発
した昭和25年即ち農葵使用前年でほ第9表に
みる如く農薬は23例57・5％にして，水田に於
ける感染ほ第10表にみる如く21例52・5％であ
る．然るに農事を使用した26年以後に於てほ
第11表にみる如く農業は37例中16例43・2％で
あるが水田に放ける感染は第12表にみる如く
8例21・6％と減少している．
斯くの如く26年以後に於ける波佐見熱患者
の減少と水仙こ於ける感染の減少と農薬使用
という事実の帥こは何等かの関連性があるよ
うに思われる．そこで諸種幾重のLept・icト
erohaemorrhagiae，autumnalis，hebdomadis
及びaustralisAの4種のLeptosp5raに及
ばす影響を試験管内でみたのであるが，
2・4－D及びBHCでは0．1％，Folidolでほ
0．8％にて何れのlLeptospiraも発育せず，
叉Lept．‘hebdomadiつsは0．2％の2・4－D及か
1482 吉　田．・西　田・鏡　尾
第8表　明冶36年～昭和6年に於ける
波佐見熱患者の聡業（小鳥居調査）
聡　　　　業
農　　　　　業
生徒及教員
陶　　　　　業
商　　　　　業
無　　　　Ⅰ転
計
患者数l百分率（％）
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弟9表　昭和25年に於ける波佐見熱患者宅業
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幕10表　昭和25年に於ける波佐見熱患
者の感染場所
感染場所 患　者　数　　百分率（％）
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計 0．4
BHCでほ夫々168時間及び24暗闘後に死滅
し，0・8％のfolidolでほ72時間後に死滅す
第11表　昭和26年以後に於ける汲佐見
熱意者の伝票
囁 業　患　者　数　申分率（％）
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計 73
第12表　昭和26年以後に於ける波佐見
熱患者の感染場所：
感　染　場　所 患　者　数　百分率（％）
川
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第13表　諸軽費薬の水田一段歩に於ける濃度
農　　薬 撒布量（g） 濃　　度（％）
2・4－D
BHC
45　　　0・00042～0．00006
525
Folido1　　　　　　2500
ク 4000
0・00525′－0．00075
0．02499．～0・00357
0．03997～0・00571
L
ることが判った．斯くの如く諸種農薬ほ試験
管内に於て∴先の濃度にてLeptospiraに影
諸種鼻薬のLeptospiraに及ばす影響に就いて　　　　　　　　　1483
響を及ばすのであるが，実際に水田に撒布さ
れる盈葵の濃度は水田に於ける水深を1一7cm
：とすれは水田1段歩め水量は約1方～7万J
・であって第13表にみる如く　2・4－Dは45g
にて　0・00042－0・00006％，BHCほ　525g
にて0．00525－0．00075％，Foiidolほ年2回
撒布され田植時には2500gにて・0・？2499－
0・00357％，8月下旬には4000gにてd．03997
－0・00571％となる．斯くの如く水田に於け
る諸種豊壌の濃度ほ極めて低く，試験管内実
験の成績と比較して実際に水田に撒布される
かゝる低濃度の農薬でほ直接にLeptos‘pira
結
長崎県東彼杵郡波佐見地方に於ける秋季レ
プトスピラ病所謂波佐見熱ほ昭和26年より急
に減少した傾向が認められる・恰も同年より
同地方にては，2。4・D，BHC及び　Folidol
の農葵が水田に撒布されるようになり，叉農
薬使月摘鋸こ比して水田に於ける感染が減少し
たことよりみて，かゝる農葵がLeptospira
に何等かの影響を及ばすのでほないかと思ひ，
Lept．icterohaemorrhagiae，autumnalis，heb－
domadis及びaustralisAに対する農葵の作
用を試験管内で実験した所，2・4・D及びBHC
は0・1％にて，Folidolは0・8％にて何れの
Leptospiraも発育は抑制され，叉Lept・he一
bdomadisほ0．2％の2・4－D及びBHCでほ
夫々168時間及び24時間後，0・8％のFolidol
でほ72時間後に死滅した・然るに実際に水
に対して大なる影響があるとは児われない．
従って最近に於ける被佐見熱の減少は永捌こ
於ける感染の減少よりみて，2・4－D，BHC及
びFolidolが一種の臭気を有するため，、かゝ
る盈葵の撒布された永田にほ野鼠が嫌悪しで
近寄らず，従ってLoptospiraに依り水田が
汚染されることが少いことも原図するのでほ
ないかと思われ，又農魔の使用に礫－り水田た
於ける労物力が少くて済むようになり，水田
に入る機会の減少と水仙こ入る延人員の減少
が大きな原因でほないかと思われる．
常
田に撒布される農葵の濃度ほ2・4－Dでほ
0・00042－0．00006％，BHCでは0・00525－
0．00075％，Folidolでは0・03997－0．00357
％にて，かゝる低濃度の農葵匿てほ試験管内
実験と比較してLeptospiraに対して大なる
影響があると思われない．従って最近に於け
る波佐見熱の減少ほ天候，売淫，野鼠の棲息
状態と相供って，かゝる農薬の撒布された水
田にほ其の臭安を嫌い本病々原体自然保有者
たる野鼠が近寄らぬためLeptospiraにて水
田が汚染されることの少いためとも思われ，
叉農儀の使用に伐り水田に於ける労傍が少く
て済むようになり，従って水田に入る機会の
減少と水田に入る延人員の減少に因るもので
はないかと思われる・
（潤筆するに当り恩師横田教授の御指導並びに御校閲を深謝す）
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義勇；．風土病誌（4）其の後の波佐見勲・臨林一
研究　25（9）：445，昭23・‾　　12）吉田評垂：
0
所謂波佐見熱に関する研究（其の・一）終戦後の所謂
r波佐見熱こ関する一二の知見・長崎医学会雑誌　27
（4）一：241，昭27．　13）後藤正彦J吉田静磐：
長崎県下の秋季レプトスピラ病分布調李補遺（続報
、Ⅰ）．長崎医学会雑誌28し9）：945，昭28・
14）白川　充▲：BHCの毒性に関ナる実験的研究
並びにDDTとの比較（第二報）．福岡医学会雑読
43（3）：205，昭27．
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